
企業活動を通じ「感動の創造」の実現

前
文

企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
中
心
と
す
る
経
営
環
境
の
変
化
に

対
応
し
、
コ
ニ
カ
は
自
己
責
任
の
強
化
や
倫
理
性
・
透
明
性
の
向
上
、
さ

ら
に
は
地
域
社
会
と
の
共
生
を
維
持
す
る
た
め
、
こ
こ
に
国
際
的
企
業
活

動
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
原
理
及
び
価
値
観
を
明
ら
か
に
し
、
遵
守
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ニ
カ
を
取
り
巻
く
全
て
の
関
係
者
に
対
し
、
感
動

の
創
造
を
は
か
る
。

１．

商
品
の
有
用
性
・
安
全
性

当
社
は
、
社
会
的
に
有
用
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
安
全
性
を
十
分
配

慮
し
て
開
発
・
提
供
す
る
。

２．

公
正
・
透
明
な
企
業
活
動

当
社
は
、
自
己
責
任
原
則
に
の
っ
と
り
、
法
律
・
社
会
的
規
範
を
遵

守
し
て
、
公
正
・
透
明
な
企
業
活
動
を
行
う
。

３．

環
境
の
保
全

当
社
は
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
、
企
業
の
存
在
と
活
動
に
必

須
の
要
件
と
認
識
し
、
自
主
的
・
積
極
的
に
行
動
す
る
。

４．

情
報
の
開
示

当
社
は
、
広
く
社
会
に
対
し
、
企
業
活
動
に
関
す
る
情
報
を
適
時
・

適
切
に
提
供
す
る
。

５．

社
会
へ
の
貢
献

当
社
は
、
地
域
の
文
化
・
習
慣
を
尊
重
し
、「
良
き
企
業
市
民
」
と

し
て
社
会
に
貢
献
す
る
。

６．

社
員
の
尊
重

当
社
は
、
社
員
の
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
現
し
、
安
全
で
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
社
員
の
人
格
を
尊
重
し
、
個
性

の
育
成
と
発
揮
に
配
慮
す
る
。

＊
一
九
九
七
年
十
月
一
日
制
定

当
社
は
、
一
九
八
七
年
十
月
に
社
名
を
小
西

六
写
真
工
業
株
式
会
社
か
ら
コ
ニ
カ
株
式
会
社

に
変
更
し
、
ブ
ラ
ン
ド
も
コ
ニ
カ
に
統
一
し
た
。

そ
の
折
、
基
本
理
念
、
経
営
理
念
を
定
め
社
員

一
丸
と
な
っ
て
、
意
識
・
行
動
改
革
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
後
、
経
営
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

Ｃ
Ｉ
導
入
一
〇
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
企

業
行
動
の
原
理
と
価
値
観
を
整
理
し
、
九
七
年

十
月
に
「
コ
ニ
カ
行
動
憲
章
」
を
制
定
し
た
。

当
行
動
憲
章
は
従
来
の
基
本
理
念
、
経
営
理

念
に
企
業
倫
理
の
観
点
を
加
味
し
具
体
的
な
行

動
基
準
に
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
し
た
も
の
で
あ
り
、

コ
ニ
カ
ビ
ジ
ョ
ン
（
感
動
創
造
）
と
と
も
に
当

社
経
営
の
基
本
理
念
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

全
て
の
社
員
へ
の
浸
透
を
目
的
と
し
、
行
動
憲

章
解
説
書
を
併
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
掲
載

し
、
新
入
社
員
教
育
、
新
任
管
理
職
研
修
、
関

係
会
社
新
任
役
員
研
修
等
、
節
目
節
目
で
解
説

し
理
解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、

中
期
経
営
計
画
等
の
経
営
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
も
、
常
に
企
業
行
動
の
原
理
に
基
づ
く
重

要
課
題
を
織
り
込
ん
で
い
る
。
当
社
の
行
動
憲

章
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
コ
ニ
カ

経
営
監
査
室
）

コニカ株式会社

コニカ行動憲章
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